
2023 年９月 

ママココモモタタケケ栽栽培培管管理理情情報報  ––４４号号--  

 

 
１ 水管理 

・ほ場が乾きすぎるとマコモの肥大や品質が低下するため、間断かん水を行いましょう。 

・ほ場が軟弱な場合は、作業性を考えて徐々に落水管理を行い、土壌を固めましょう。 

 

２ 害虫防除 
・害虫が見られたら、早めに防除を行いましょう。昨年、被害が多くみられたほ場は、 

特に注意してください。 

 

 

 

 

 
ニカメイチュウの被害 ①  ニカメイチュウの被害 ②    ホソミドリウンカ 
茎が変色し、オガクズ     ニカメイチュウは、マコモ      体長約６ｍｍ。 
のようなフンが出ている。   タケを食害します。         集団でいる。 

   ※パダン粒剤は、収穫前日数の関係から使用不可 

 

３ イノシシ対策 
・収穫時期にイノシシの食害を受けないよう、電気柵を設置していないほ場は、早急に 

張りましょう。 

 

４ 収穫時期  
・気温が高い日が続く予報ですので、９月中旬から定期的にほ場を確認し、収穫の目安 

（表）を参考に適期収穫に努めましょう。 

                                    表 気温と収穫時期の関係(目安) 

 

 

 

 

 

 
   ふくらみはじめ  収穫適期     収穫遅れ    連続5 日25℃以下起点日：氷見のアメダスの平均気温 

（まだ早い）            （外皮の緑化）  が 25℃以下の日が連続 5 日続いた初日を示す。 

害虫名 農薬名 10ａあたり散布量 備考 

ニカメイチュウ サブリナフロアブル 
100～300ℓ（希釈倍数：1,000 倍） 

（薬液100mℓ/水100ℓ） 収穫前日まで 

ホソミドリウンカ 

粘着くん液剤 
300ℓ（希釈倍数：100 倍） 

（薬液１ℓ/水100ℓ） 収穫前日まで 

ボタニガード ES 
300ℓ（希釈倍数：500 倍） 
（薬液200mℓ/水100ℓ） － 

連続５日 25℃

以下起点日 

収穫開始 

時期 

収穫盛期 

目安 

8 月 10 日 ９月 17 日 ９月 25 日 

8 月 20 日 ９月 18 日 10 月３日 

8 月 30 日 ９月 20 日 10 月 10 日 

9 月 10 日 ９月 21 日 10 月 19 日 

今後は、マコモの活力を維持させるため間断かん水を徹底し、 
適期収穫に努めましょう。 

氷見市マコモタケ組合 

氷見市農協営農販売課 

高岡農林振興センター氷見班 

虫食い厳禁！ 

株元が膨らんできます 


